
おしゃまんべ

さかえ保育所の運動会
　６月１８日に町立さかえ保育所

の運動会が開催されました。

　さわやかな晴天に恵まれ、こ

の日のために一生懸命練習して

きた成果を家族のみんなにお披

露目しました。
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（２） おしゃまんべ議会だより 第２１２号

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
、
３
号
）

○
令
和
４
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
長
万
部
町
議
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正
規
則

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

第 ２ 回

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

令和４年

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

規規規規規規規規規規規

約約約約約約約約約約約

補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予

補
正
予
算算算算算算算算算算算

　令和４年第２回定例会は、６月

１６日から２１日までの６日間の会期

で開かれました。

【６月１６日】

　木幡町長から行政報告が行われ

た後、条例の一部改正や補正予算

等の審議をしました。

【６月２１日】

　一般質問に５人の議員が登壇し、

町政に対しての所見を伺いました。

　慎重に審議した結果、本定例会

に提案された議案すべてを原案の

とおり可決し、閉会しました。

の
変
更

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更

○
町
道
の
路
線
廃
止

○
町
道
の
路
線
認
定

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
財
産
の
取
得

○
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会

中
の
継
続
調
査

※
詳
し
い
議
案
の
内
容
は
、

７
月
号
町
広
報
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例
・・・・・・・・・・
規規規規規規規規規規

条
例
・
規
則則則則則則則則則則則

そそそそそそそそそそ

のののののののののの

そ

の

他他他他他他他他他他他

１０９８７６５４３２１

開催日会　　議　　名 辻
 　（義）

柏
 倉

北
 川

高
 森

橋
 本

長
 﨑

大
 谷

高
 橋

辻
 　（紀）

村
 川

○○○○○○○○○○５月１３日第 ３ 回 臨 時 会

○○○○○○○○○○６月１６日
第 ２ 回 定 例 会

○○○○○○○○○○６月２１日

○○○○○○○○○○５月１０日

全 員 協 議 会 ○○○○○○○○○○６月１３日

○○○○○○○○○○６月１６日

○○○○○○○○○○６月７日総 務 常 任 委 員 会

○○○○○○○○○○６月１３日産業建設常任委員会

○○○○○○○○○○５月１０日

議 会 運 営 委 員 会 ○○○○○○○○○○６月１３日

○○○○○○○○○○６月１６日

○○○○○○○○○○４月２２日まちづくり・新幹線
調 査 特 別 委 員 会 ○○○○×○○○○○５月１９日

－－○－○○－○－－４月１５日議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会 －－○－○○－○－－６月２１日

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）

● 議員の出席簿 ● 令和４年４月～令和４年６月
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（３）おしゃまんべ議会だより 第２１２号

橋本　收司　議員
͏̯ͥ͂ො୕̞̾̀ͅġȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤġ˔ȡ˕

高橋　克英　議員

ΗϋΙο;้Ȇ༗ۯࢌၑ͉ġȤȤȤȤȤȤȤȤȤġ˒

一般質問とは
議員が町政全般にわたり、執行機関（町長・教育長など）に
疑問点をただし、所見を伺うことです。

長﨑　厚　議員

ౢள͈ͤ৾͒اழ͙͉ġȤȤȤȤȤȤȤȤȤġːȡˑ

柏倉　恵里子　議員

ȶςΠσαΫȜΧϋΡήΛ·ȷ͈൵වͬġġȤȤȤġĲı

大谷　敏弥　議員

Ώλζϋα֊ਯఘࡑ
ȁȁȁȁȁȶ̻̱̹̽͂͡༥̱ͣȷġȤȤȤȤȤȤġ˓



一

般

質

問

（４） おしゃまんべ議会だより 第２１２号

　
長
﨑
　
国
の
施
策
と
し
て
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
す
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
政
策
」
が
始
動
さ
れ
て

お
り
、
企
業
の
経
営
者
や
自

治
体
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　

　
長
万
部
町
に
お
い
て
も
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
、
町
有
施
設
の
２
か
所
に

太
陽
光
発
電
施
設
を
導
入
し
、

こ
の
施
策
に
取
り
組
む
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
　
　
　

　
今
後
、
さ
ら
に
こ
の
取
り

組
み
を
強
化
し
、
よ
り
町
民

へ
の
理
解
を
深
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
な
ど
含

め
、
長
万
部
町
と
し
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
す
る
の
か
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

　
町
長
　
国
は
、
令
和
２
年

　
月
に
、
２
０
５
０
年
ま
で

１０に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年

４
月
に
は
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

整
合
的
で
野
心
的
な
目
標
と

し
て
、
２
０
３
０
年
度
に
温

室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年

度
か
ら
　
％
削
減
す
る
こ
と

４６

を
目
指
す
こ
と
、
さ
ら
に
、

　
％
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦

５０を
続
け
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
長
万
部
町
で
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
長
万
部
町

が
率
先
し
て
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
み
、
自
ら
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
　
年
２
月
に
は
長
万
部

３０

町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
を
改
訂
し
策
定
し
て
い
る
。

本
計
画
の
対
象
範
囲
は
、
長

万
部
町
に
お
け
る
事
務
事
業

お
よ
び
公
共
施
設
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２
に

つ
い
て
の
削
減
目
標
は
、
基

準
年
で
あ
る
平
成
　
年
度
の

２５

排
出
量
に
対
し
て
、
令
和
　１２

年
度
時
点
で
約
　
％
削
減
す

４０

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体

的
な
取
組
内
容
と
し
て
は
、

省
エ
ネ
改
修
の
促
進
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
、
職
員

行
動
の
さ
ら
な
る
改
善
、
施

設
規
模
の
見
直
し
や
適
正
配

置
と
し
て
い
る
。
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
で
　
％
の
削
減
と

２７

な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
令
和
４
年
度
の
事

業
と
し
て
は
、
自
治
体
の
公

共
施
設
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
率
先
導
入
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

昨
今
の
災
害
リ
ス
ク
に
対
し
、

災
害
・
停
電
時
に
公
共
施
設

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
等
が

可
能
な
再
エ
ネ
設
備
等
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
地
域
の

脱
炭
素
化
を
同
時
実
現
す
る

た
め
、
環
境
省
の
補
助
事
業

の
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
役
場
庁

舎
と
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
に

太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄
電
池

の
設
置
を
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式（
※
）

に
よ
り
実
施
す
る
。

　
な
お
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
補
助
に
つ
い
て

脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
は

（
町
長
）
町
の
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
む

献
 長
﨑
　
厚
　
議
員
 献

は
、
他
自
治
体
で
は
独
自
に

補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
る

団
体
も
あ
る
の
で
、
今
後

様
々
な
動
向
を
み
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
長
﨑
　
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
の

進
捗
状
況
が
答
弁
さ
れ
た
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省

エ
ネ
改
修
の
促
進
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
転
換
な
ど
い
ろ
い
ろ

し
た
と
思
う
が
、
令
和
２
年

度
で
　
％
削
減
の
数
字
の
内

２７

容
は
。　
　
　
　
　
　

　
町
民
課
長
　
基
準
年
度
の

平
成
　
年
度
の
排
出
量
が
、

２５

４
０
０
４
ト
ン
で
あ
っ
た
。

２
年
度
末
の
各
町
有
施
設
や

公
用
車
等
で
の
燃
料
・
電
気

等
の
集
計
で
Ｃ
Ｏ
２
の
数
値

を
集
計
し
た
と
こ
ろ
２
０
９

２
ト
ン
と
な
り
、
約
　
％
の

２７

削
減
と
な
っ
た
。

　
長
﨑
　「
地
域
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」
、
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
な
の
で
説
明
願
う
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」と
は「
災

害
の
対
応
力
」
の
こ
と
で
、
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（５）おしゃまんべ議会だより 第２１２号

「
地
域
の
災
害
の
対
応
力
を

向
上
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

　
長
﨑
　
一
般
の
住
宅
や
個

人
所
有
の
施
設
に
も
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
施
設
が
増
え
て

い
る
。
昨
今
い
ろ
い
ろ
と
ニ

ュ
ー
ス
で
流
れ
る
の
が
、
そ

の
施
設
を
　
年
後
　
年
後
に

１０

２０

廃
棄
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
に
な
る
の
か
。
費

用
な
ど
は
契
約
に
書
か
れ
て

い
る
の
か
。
長
万
部
町
で
も

こ
れ
か
ら
２
つ
の
施
設
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
の

だ
か
ら
、
住
民
に
対
し
て
説

明
で
き
る
よ
う
な
窓
口
を
置

い
た
り
、
町
広
報
で
問
題
点
、

注
意
喚
起
を
す
る
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
町
長
　
耐
用
年
数
も
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
。
　

年
　
年
先

１０

２０

の
段
階
で
そ
う
い
っ
た
議
論

も
当
然
出
る
で
あ
ろ
う
。
１

５
０
万
で
付
け
た
が
、
解
体

に
は
何
百
万
か
か
り
、
そ
れ

を
処
理
す
る
の
は
ど
こ
だ
っ

て
い
う
話
は
当
然
出
て
く
る
。

そ
れ
は
将
来
の
流
れ
の
中
で

計
画
的
に
協
議
を
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
長
﨑
　
こ
れ
か
ら
先
の
話

な
の
で
、
な
か
な
か
対
応
は

す
ぐ
に
は
で
き
な
い
と
思
う

が
、
そ
う
い
う
相
談
窓
口
が

必
要
か
と
思
う
。

　
長
万
部
町
に
公
共
施
設
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

今
後
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

　
町
長
　
ま

ず
今
、
町
で

取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
し

て
る
の
は
町

有
施
設
の
電

球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
で
あ
る
。

現
在
、
各
施

設
を
管
理
す

る
担
当
課
が

違
う
の
で
、

電
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
関
し

て
は
総
務
課

に
一
元
化
し

て
年
次
計
画

を
立
て
、
来

年
度
予
算
編

成
ま
で
に
は

全
体
を
調
査

す
る
。
電
気

料
金
に
も
跳

ね
返
る
の
で

ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
事
業
を

進
め
た
い
。

設置が増えて来ている太陽光パネル

※ＰＰＡ方式
　Power Purchase Agreement（電力購入契約の略）
　発電事業者や小売電気事業者と電力の使用者と
の間でおこなわれる、主に再生可能エネルギー
の発電、電力売買するための電力契約

◇地方財政の充実・強化に関する意見書

◇地方公共団体情報システムの標準化に向けての意見書

◇森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める意見書

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見意見書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書をををををををををををををををををををををを提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出提出しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　意見書３件を原案どおり可決し、関係機関へ送付しました。

定例会２日目、５人の議員より一般質問が行われました。
その内容を要約してお知らせします。

※全文は町ホームページからご覧になれます。
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般

質

問

（６） おしゃまんべ議会だより 第２１２号

　
高
橋
　
環
境
省
は
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
生
息
地
分
散
行
動
計

画
を
策
定
し
、
阿
寒
・
鶴
居

村
等
に
集
中
す
る
繁
殖
地
を

道
内
一
円
に
広
げ
る
た
め
、

道
南
で
は
静
狩
湿
原
と
周
辺

農
地
を
指
定
し
た
と
聞
い
て

い
る
。

　
湿
原
で
は
絶
滅
危
惧
種
の

サ
ワ
ラ
ン
等
が
自
生
し
、
貴

重
な
湿
原
が
手
付
か
ず
残
っ

て
い
る
。
日
本
野
鳥
の
会
で

も
自
治
体
が
主
体
と
な
る
の

は
画
期
的
と
、
分
散
化
へ
の

第
一
歩
と
な
れ
ば
と
期
待
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　
町
は
広
大
な
面
積
の
こ
の

湿
原
を
、
今
後
ど
の
よ
う
な

構
想
で
繁
殖
・
保
護
管
理
を

し
て
く
の
か
、
将
来
的
に
は

ど
う
い
う
形
で
進
め
て
い
く

の
か
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
町
長
　
環
境
省
に
よ
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
分
散
行
動

計
画
で
は
、
現
在
、
生
息
域

が
一
部
に
集
中
し
、
冬
期
は

給
餌
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
ま
た
近
年
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染

に
よ
る
絶
滅
も
危
惧
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
分
散
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
然
状
態
で
安

定
的
に
存
続
で
き
る
よ
う
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
り
、
こ
の
な
か
で
繁

殖
適
地
と
し
て
本
町
の
静
狩

湿
原
が
調
査
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

　
静
狩
湿
原
は
原
野
商
法
等

に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
私
有

地
と
し
て
登
記
さ
れ
て
お
り
、

現
在
本
町
で
は
、
貴
重
な
生

態
系
を
持
つ
静
狩
湿
原
の
環

境
保
全
を
第
一
に
考
え
、
静

狩
湿
原
内
の
土
地
の
取
得
を

行
っ
て
い
る
。
対
象
私
有
地

約
２
２
６
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、
現
在
ま
で
　
万
９

１２

千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
お
よ
そ

　
％
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

５.７て
お
り
、
引
き
続
き
寄
附
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
、

世
界
的
に
も
貴
重
な
鳥
類
で

あ
る
こ
と
は
十
分
に
承
知
し

て
お
り
、
保
護
の
重
要
性
も

理
解
し
て
い
る
が
、
当
該
地

域
は
未
だ
私
有
地
も
多
く
、

容
易
に
立
ち
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

近
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農

畜
産
被
害
も
多
く
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
将
来
的
な
繁

殖
・
保
護
管
理
に
つ
い
て
は
、

環
境
省
を
は
じ
め
各
関
係
団

体
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

慎
重
に
判
断
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
高
橋
　
こ
の
広
大
な
静
狩

湿
原
で
は
あ
る
が
、
ど
れ
く

ら
い
の
土
地
を
取
得
す
れ
ば

繁
殖
適
地
と
な
る

の
か
。

　
町
長
　
湿
原
全

体
の
面
積
の
中
で
、

土
地
の
所
有
者
が

７
１
３
名
で
、　

．
９４

３
％
が
取
得
に

な
っ
て
な
い
。
こ

こ
を
き
ち
ん
と
整

理
し
な
い
と
、
長

万
部
の
固
有
の
場

所
と
し
て
の
湿
原

の
管
理
・
保
全
と

い
う
の
は
前
に
進

ん
で
い
か
な
い
。

こ
れ
は
一
番
大
き

な
懸
念
だ
。

　
高
橋
　
様
々
な
課
題
・
難

題
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
長

は
本
気
で
こ
の
政
策
事
業
を

取
り
組
む
意
志
が
あ
る
の
か

伺
う
。

　
町
長
　
現
実
と
し
て
、
約

　
％
が
私
有
地
で
あ
る
と
い

９４う
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

膨
大
な
年
数
の
か
か
る
話
だ

と
思
う
。

タンチョウ繁殖・保護管理は
（町長）私有地の取得次第、慎重に判断する

― 高橋　克英　議員 ―

北海道最南端に分布する静狩湿原
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般

質

問

（７）おしゃまんべ議会だより 第２１２号

　
大
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
都

市
部
で
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
リ
モ
ー
ト
で
の
仕
事
も

増
え
、
働
く
場
所
を
選
ば
な

い
Ｉ
Ｔ
等
の
業
種
も
増
え
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
定
年
退

職
後
の
楽
し
み
と
し
て
の
田

舎
町
で
の
短
期
滞
在
者
も
増

え
て
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
オ
シ

ャ
マ
ン
ベ
移
住
体
験
「
ち

ょ
っ
と
し
た
暮
ら
し
」
を
整

備
し
、
森
の
散
策
や
そ
ば
打

ち
の
体
験
な
ど
を
仲
介
し
、

移
住
交
流
を
推
進
す
る
取
り

組
み
で
人
を
呼
び
込
む
、
こ

の
よ
う
な
事
業
の
取
り
組
み

を
始
め
て
は
。
町
長
の
所
信

を
伺
う
。

　
町
長
　
移
住
体
験
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
長
万
部
町
ら

し
い
創
意
工
夫
あ
る
取
組
で

大
変
興
味
深
い
が
、
同
様
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
他
自

治
体
に
よ
る
と
、
魅
力
的
な

物
件
の
準
備
が
必
要
な
こ
と

や
、
お
試
し
移
住
体
験
で
は

そ
の
後
の
移
住
定
住
に
つ
な

が
り
づ
ら
い
と
の
情
報
も
あ

り
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
大
都
市
か
ら
の
移
住
定
住

に
対
す
る
事
業
は
、
近
年
、

地
方
自
治
体
間
で
過
当
競
争

気
味
と
な
っ
て
い
る
情
勢
か

ら
、
我
が
ま
ち
の
規
模
や
特

性
を
考
え
、
最
も
移
住
定
住

に
効
果
の
あ
る
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
業
な
ど
を
中
心

と
し
て
、
新
幹
線
開
業
や
駅

前
周
辺
整
備
を
見
据
え
、
創

意
工
夫
あ
る
取
組
を
進
め
る
。

　
大
谷
　
魅
力
的
な
物
件
と

あ
る
が
、
最
低
限
生
活
で
き

る
も
の
を
準
備
す
る
。
町
で

空
い
て
い
る
物
件
を
リ
フ

ォ
ー
ム
し
、
使
用
す
る
と
い

う
考
え
も
あ
る
。

　
こ
の
事
業
は
長
万
部
町
を

少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
目
的
で
、
移
住
体

験
、
写
万
岳
の
山
登
り
、
毛

が
に
ま
つ
り
、
大
峯
の
ブ
ナ

の
巨
木
、
ま
た
二
股
の
ほ
た

る
の
里
や
、
静
狩
海
岸
の
鳴

き
砂
等
々
散
策
し
て
い
た
だ

く
。
ま
た
、
そ
ば
打
ち
体
験

な
ど
を
楽
し
ん
で
交
流
を

持
っ
て
い
た
だ
く
。

　
オ
シ
ャ
マ
ン
ベ
移
住
体
験

「
ち
ょ
っ
と
し
た
暮
ら
し
」

事
業
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
立
ち
上
げ
、
ア
ク
セ
ス
し

た
人
が
長
万
部
と
い
う
所
で

こ
の
よ
う
な
事
業
を
し
て
い

る
と
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で

も
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
町
長
　
こ
の
事
業
に
つ
い

て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
体
験
住

宅
を
建
て
た
が
、
観
光

で
利
用
さ
れ
移
住
定
住

に
繋
が
ら
な
い
、
こ
の

事
業
は
お
す
す
め
で
き

な
い
、
と
い
う
本
音
を

近
隣
２
町
か
ら
聞
い
た
。

　
移
住
を
希
望
す
る
問

い
合
わ
せ
は
相
当
あ
る
。

移
住
定
住
を
決
め
る
と

い
う
の
は
、
畑
を
や
り

た
い
と
か
、
定
年
後
の

移
住
を
考
え
る
人
、
Ｉ

Ｔ
企
業
な
ど
で
田
舎
か

ら
東
京
へ
発
信
す
る
と

い
う
あ
り
方
も
考
え
な
く
て

は
い
け
な
い
。
方
向
と
し
て

は
、
観
光
で
は
な
く
仕
事
で

移
住
定
住
し
て
い
た
だ
く
の

が
一
番
大
事
だ
ろ
う
。

　
北
海
道
に
来
る
と
い
う
こ

と
は
、
冬
の
特
性
も
あ
る
の

で
、
夏
場
の
北
海
道
だ
け
で

は
な
く
、
冬
の
北
海
道
、
長

万
部
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
１
人
で
も

２
人
で
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

オシャマンベ移住体験
　　　　「ちょっとした暮らし」

（町長）駅周辺整備を見据えて創意工夫ある
移住定住の取組を進める

― 大谷　敏弥　議員 ―

噴火湾のパノラマが楽しめる写万岳
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橋
本
　
長
万
部
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
の
減

少
傾
向
が
気
に
な
る
。

　
平
成
　
年
度
に
は
１
億
６

２９

１
１
万
円
（
８
０
６
５
件
）
、

平
成
　
年
度
に
は
５
９
９
５

３０

万
円
（
４
１
３
２
件
）
、
令

和
元
年
度
に
は
８
０
９
４
万

円
（
５
４
６
５
件
）
、
令
和

２
年
度
に
は
４
９
７
７
万
円

（
２
８
３
５
件
）
、
令
和
３

年
度
に
は
５
２
４
６
万
円

（
２
４
２
７
件
）
と
、
徐
々

に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
今
ま
で
の
取
り
組
み
方
、

ま
た
、
今
後
寄
附
を
増
や
す

た
め
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
町
長
の
所

見
を
伺
う
。
　
　
　
　
　
　

　
町
長
　
平
成
　
年
度
に
初

２９

め
て
１
億
円
を
超
え
た
が
、

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、

返
礼
品
の
７
割
強
を
占
め
た

鮭
・
鱒
イ
ク
ラ
醤
油
漬
け
の

原
材
料
高
騰
に
よ
り
返
礼
品

価
格
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴

い
寄
附
金
額
単
価
も
他
自
治

体
の
同
等
品
よ
り
も
高
額
と

な
り
、
４
９
７
７
万
円
と
大

幅
に
落
ち
込
ん
だ
。
令
和
３

年
度
に
お
い
て
も
状
況
は
変

わ
ら
ず
、
現
在
に
至
っ
て
は
、

鮭
・
鱒
イ
ク
ラ
の
在
庫
が
無

く
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年

度
に
新
た
な
寄
附
サ
イ
ト
７

社
と
契
約
し
、
計
　
サ
イ
ト

１０

に
増
加
さ
せ
、
返
礼
品
に
つ

い
て
も
新
規
事
業
者
の
開
拓

や
既
存
事
業
者
へ
の
働
き
か

け
に
よ
り
、
年
度
当
初
　
品
３８

目
だ
っ
た
も
の
が
　
品
目
と

７５

倍
増
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

前
年
度
と
比
較
し
２
７
０
万

円
の
微
増
と
な
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
寄
附
を
増
や
す
た
め
の
対

策
と
し
て
、
５
月
下
旬
に
返

礼
品
事
業
者
を
対
象
と
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者
説

明
会
」
を
開
催
し
、
令
和
４

年
度
の
取
組
に
つ
い
て
共
有

を
図
り
、
さ
ら
な
る
協
力
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
既
存
返
礼
品

の
魅
力
度
向
上
の
た
め
の
寄

附
サ
イ
ト
内
の
掲
載
写
真
強

化
や
新
規
返
礼
品
・
特
産
品

の
発
掘
、
返
礼
品
取
扱
事
業

者
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
寄

附
の
拡
大
を
図
っ
て
行
く
。

　
橋
本
　
サ
イ
ト
で
長
万
部

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
見
て
、
品
数
の
多
さ
に

い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い
る
と

感
じ
た
が
、
長
万
部
と
言
え

ば
毛
ガ
ニ
が
代
表
的
な
特
産

物
な
の
で
、
豊
浦
町
・
八
雲

町
の
返
礼
品
を
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
長
万
部
町
に
４
万

円
の
寄
附
で
、
中
ガ
ニ
５
０

０
グ
ラ
ム
か
ら
５
５
０
グ
ラ

ム
が
２
杯
く
る
。
豊
浦
町
で

は
３
万
５
千
円
で
同
じ
サ
イ

ズ
が
２
杯
。
八
雲
町
で
は
４

万
５
千
円
で
同
じ
サ
イ
ズ
が

３
杯
で
あ
る
。
毛
ガ
ニ
を
食

べ
た
く
て
ふ
る
さ
と
納
税
を

す
る
人
は
、
近
隣
の
町
村
も

調
べ
て
納
税
す
る
の
で
、
こ

れ
で
は
対
抗
で
き
な
い
。
他

町
村
と
同
じ
よ
う
な
掲
載
し

て
い
る
返
礼
品
の
検
証
は
し

な
い
の
か
。

　
町
長
　
長
万
部
は
毛
ガ
ニ

で
有
名
に
な
っ
た
町
な
の
で
、

返
礼
品
は
毛
ガ
ニ
を
中
心
に

考
え
、
や
は
り
冷
凍
で
な
く

茹
で
上
げ
が
一
番
良
い
の
で
、

協
力
店
と
歩
調
を
合
わ
せ
返

礼
品
に
使
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
長
万
部
の
毛
ガ
ニ
操
業

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

（
町
長
）
返
礼
品
等
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

献
 橋
本
　
收
司
　
議
員
 献

は
半
月
か
　
日
く
ら
い
し
か

２０

な
く
、
こ
の
期
間
に
１
年
分

の
返
礼
品
を
集
め
る
の
は
至

難
の
業
で
あ
る
。
北
海
道
の

毛
ガ
ニ
は
ど
こ
で
も
扱
え
る

の
で
、
山
の
中
に
あ
る
町
村

で
も
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ

け
人
気
が
あ
り
、
在
庫
を
持

た
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の

商
店
の
在
庫
品
の
管
理
を
し

な
が
ら
、
前
も
っ
て
資
金
提

供
を
し
て
買
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
コ

ス
ト
が
高
く
な
り
、
他
町
村

と
価
格
差
が
出
て
く
る
。
昨

日
か
ら
長
万
部
の
毛
ガ
ニ
操

業
が
始
ま
っ
た
が
、
あ
ま
り

今
年
は
量
的
に
期
待
が
で
き

な
い
。
今
回
、
毛
が
に
ま
つ

り
を
実
行
委
員
会
が
中
止
し

た
が
、
返
礼
品
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
も
、
当
町
で

は
安
い
価
格
で
は
出
せ
な
い
。

や
は
り
安
心
安
全
な
茹
で
上

げ
の
毛
ガ
ニ
を
使
い
た
い
。

　
橋
本
　
長
万
部
で
は
、
北

海
道
産
の
カ
ニ
は
扱
わ
ず
、

長
万
部
町
で
水
揚
げ
さ
れ
た

カ
ニ
し
か
使
わ
な
い
と
い
う
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こ
と
で
よ
い
か
。
　
　
　

　
町
長
　
産
地
が
別
で
も
、

生
で
買
っ
て
長
万
部
で
加
工

し
た
ら
、
そ
れ
で
長
万
部
産

の
返
礼
品
の
中
に
載
せ
て
い

け
る
。

　
橋
本
　
答
弁
書
で
品
目
が

倍
増
し
た
と
あ
る
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
２
７
０
万
円
の

微
増
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

で
は
何
百
品
目
用
意
し
て
も

な
ら
な
い
と
思
う
。
品
目
数

の
問
題
だ
け
で
は
な
い
と
思

う
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

者
説
明
会
で
事
業
者
に
何
か

を
求
め
て
も
、
事
業
者
は
新

規
の
製
品
を
増
や
す
こ
と
し

か
で
き
な
い
と
思
う
。
こ
れ

も
当
然
時
間
の
か
か
る
こ
と

だ
し
、
今
あ
る
製
品
を
自
治

体
が
ど
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
、

サ
イ
ト
内
の
掲
載
写
真
強
化

も
必
要
だ
と
思
う
が
、
特
産

品
の
発
掘
、
取
扱
事
業
者
の

拡
充
、
長
く
か
か
る
こ
と
だ

し
大
変
難
し
い
こ
と
だ
と
思

う
。
サ
イ
ト
の
発
信
し
か
で

き
な
い
の
か
、
出
向
い
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
町
長
　
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
と
い

う
の
を
変
え
て
い
か
な
き
ゃ

ダ
メ
だ
な
と
今
回
痛
感
を
し

て
、
ま
ず
品
物
の
紹
介
を
き

ち
っ
と
や
る
と
な
る
と
、
既

存
の
カ
メ
ラ
で
ポ
ッ
と
撮
っ

て
掲
載
し
た
、
で
は
ま
ず
い
、

売
れ
な
い
。
や
は
り
プ
ロ
の

カ
メ
ラ
マ
ン
に
依
頼
を
し
な

が
ら
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
予
算

も
拡
充
し
な
が
ら
、
ま
ず
商

品
を
い
か
に
し
て
い
い
物
に

向
上
さ
せ
て
い
く
か
、
そ
れ

で
見
ば
え
の
い
い
商
品
を
や

は
り
魅
せ
る
と
い
う
こ
と
が

肝
心
だ
と
思
う
。

　
全
国
的
に
皆
が
ふ
る
さ
と

納
税
を
や
っ
て
い
る
の
で
、

町
の
特
徴
出
し
な
が
ら
、
地

元
の
返
礼
品
と
し
て
、
地
元

の
企
業
も
営
業
に
な
る
よ
う

な
形
に
持
っ
て
い
け
る
の
が

一
番
い
い
か
と
思
う
。

　
橋
本
　
返
礼
品
と
し
て
、

親
元
を
離
れ
都
会
で
働
く
子

ど
も
が
、
親
の
住
む
住
宅
の

草
刈
や
除
雪
を
依
頼
す
る
な

ど
、
こ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
展
開
は
で
き
な
い
か
。

　
町
長
　
や
は
り
人
に
頼
ら

な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
部

分
も
出
て
く
る
の
で
、
今
の

段
階
で
は
そ
れ
を
返
礼
品
に

記
載
す
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

先
日
銀
座
の
長
万
部
酒
場
が

　
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
を

１０や
っ
た
。
今
度
８
月
に
な
る

と
思
う
が
、
新
た
に
長
万
部

酒
場
の
食
事
券
を
返
礼
品
に

加
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
サ
ッ
ポ
ロ
ラ
イ
オ
ン
と
協

議
を
し
て
、
３
種
類
の
食
事

券
を
返
礼
品
に
使
う
協
議
を

し
て
い
る
。

　
橋
本
　
全
国
各
地
で
ふ
る

さ
と
納
税
の
自
動
販
売
機
設

置
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増

え
て
き
て
い
る
。
長
万
部
町

も
観
光
客
や
立
ち
寄
っ
た
人

た
ち
に
返
礼
品
分
の
チ
ケ
ッ

ト
を
出
し
た
り
、
旅
館
の
割

引
券
を
出
す
と
か
、
そ
う
い

う
展
開
は
望
め
な
い
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

事
業
者
に
説
明
し
、
宣
伝
し

な
が
ら
や
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

と
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
な
と
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
を
増
や
し
、
長
万
部

町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。　
　
　

　
橋
本
　
行
政
報
告
の
中
に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
内
容
の
制
度
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

２
０
２
０
年
度
か
ら
制
度
改

正
さ
れ
、
従
来
よ
り
企
業
が

自
治
体
に
寄
附
を
し
や
す
く

な
っ
た
。
現
在
、
最
大
の
控

除
率
が
９
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
非
常
に
企
業
が
寄
附
し

や
す
く
な
っ
た
。
長
万
部
町

で
も
地
域
再
生
計
画
を
今
年

３
月
に
作
り
、
今
年
度
中
に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
、

年
度
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

決
定
を
し
て
企
業
か
ら
の
寄

附
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
順

次
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
橋
本
　
令
和
４
年
度
中
と

い
う
答
え
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
事
業
は
令
和
６
年
度
ま
で

の
事
業
で
あ
る
。
今
年
度
中

に
固
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

残
り
２
年
だ
。
こ
の
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
制
度
、

正
式
名
称
が
地
域
創
生
応
援

税
制
と
言
わ
れ
て
、
自
治
体

に
も
企
業
側
に
も
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
制
度
だ
と
思
う
。
ぜ

ひ
と
も
早
急
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。　

　
町
長
　
本
当
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
い
と
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

今
年
度
中
に
体
制
を
整
え
て
、

計
画
を
立
て
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。

長万部の特産品の毛がに
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柏
倉
　
現
在
の
母
子
健
康

手
帳
は
、
誕
生
し
た
時
点
で

体
重
が
１
０
０
０
グ
ラ
ム
以

上
で
、
身
長
が
　
セ
ン
チ
か

４０

ら
し
か
記
入
が
で
き
ず
、
そ

れ
以
下
で
産
ま
れ
た
ベ
ビ
ー

「
低
出
生
体
重
児
」
の
成
長

記
録
確
認
が
難
し
い
面
が
あ

る
。
月
齢
ご
と
の
成
長
記
録

「
は
い
」「
い
い
え
」
で
答
え

る
ペ
ー
ジ
で
は
、
ほ
と
ん
ど

が
「
い
い
え
」
に
な
る
た
め
、

気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

　
そ
ん
な
母
子
に
寄
り
添
い
、

先
輩
マ
マ
や
パ
パ
の
励
ま
し

の
言
葉
が
書
き
込
め
た
り
、

「
は
い
」「
い
い
え
」
形
式
で

は
な
く
、「
で
き
た
日
」や「
見

つ
け
た
日
」
な
ど
 多
  岐
 に
わ

た
 
き

た
り
成
長
が
記
録
で
き
る

「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
の
導
入
を
す
る
べ
き

と
思
う
が
、
町
長
の
所
信
を

伺
う
。

　
町
長
　
主
に
１
５
０
０
グ

ラ
ム
未
満
で
生
ま
れ
た
低
出

生
体
重
児
は
、
身
長
、
体
重

な
ど
の
成
長
や
発
達
が
遅
れ

る
こ
と
が
多
く
、
こ
う
し
た

お
子
さ
ん
を
育
て
る
保
護
者

の
皆
様
の
心
配
、
苦
労
は
大

き
な
も
の
で
あ
り
、
個
々
の

成
長
に
寄
り
添
っ
た
情
報
や
、

同
じ
よ
う
な
育
児
経
験
を
持

つ
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
記

録
で
き
る
「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
不
安

を
抱
え
る
保
護
者
に
と
っ
て
、

心
の
支
え
に
な
る
も
の
と
拝

察
し
て
い
る
。

　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、

全
国
で
導
入
が
進
ん
で
お
り
、

静
岡
県
や
福
岡
県
、
尼
崎
市

な
ど
、
県
ま
た
は
大
き
な
都

市
で
運
用
さ
れ
、
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
新
生
児

集
中
治
療
室
な
ど
で
配
布
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
運
用
方
法

か
ら
、
県
な
ど
大
き
な
枠
組

み
で
導
入
さ
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
国
で
は
母
子
健
康

手
帳
の
２
０
２
３
年
度
改
訂

に
向
け
て
、
多
胎
児
、
低
出

生
体
重
児
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
へ
の
配
慮
、
父
親
の

育
児
参
加
な
ど
の
検
討
に
着

手
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を

踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
北

海
道
へ
の
導
入
に
つ
い
て
も

働
き
か
け
を
行
う
。
ま
た
、

町
で
は
、
今
後
も
不
安
や
悩

み
を
抱
え
る
保
護
者
に
寄
り

添
っ
た
個
別
支
援
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く
。

　
柏
倉
　
２
０
２
３
年
度
改

訂
版
の
内
容
が
わ
か
る
の
は

い
つ
か
。　
　
　
　
　
　
　

　
保
健
福
祉
課
長
　
夏
頃
に

一
応
案
が
示
さ
れ
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

　
柏
倉
　
そ
れ
１
冊
で
、
親

の
想
い
が
閉
じ
込
め
ら
れ
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
道
に

も
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
だ
が
方
法
は
。

　
町
長
　
道
の
担
当
課
に
直

接
会
っ
て
、
北
海
道
も
こ
の

事
業
を
進
め
る
よ
う
要
望
し

て
く
る
。

「リトルベビーハンドブック」の導入を
（町長）北海道にも働きかける

― 柏倉　恵里子　議員 ―

苫小牧市で発行されているリトルベビーハンドブック
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６月13日
　①土木事業

　　中央跨線橋の撤去、町道の路線廃止

及び認定について調査

　②水産振興

　　水産物のアイヌブランド化実施状況、

計画について調査

　③所管事務調査

　　第３回定例会までの所管事務調査を

協議

産業建設常任委員会

６月７日
　①学校教育関係

　　児童・生徒数、学校経営方針、クロ

ムブックの活用について調査

　②消防業務

　　組織、勤務体制、出動状況、施設装

備状況等について調査（現地調査）

　③所管事務調査

　　第３回定例会までの所管事務調査を

協議

総務常任委員会

４月15日
　①議会だより第２１１号の編集

６月21日
　①議会だより第２１２号の編集

議会広報編集特別委員会

５月10日
　①第３回臨時会の運営について協議

６月13日
　①第２回定例会の会期及び日程、提出

される議案などの取扱い、第３回定

例会までの所管事務調査について協

議

６月16日
　①第２回定例会の運営について協議

議会運営委員会

４月22日
　①まちづくり新幹線等に関する調査

　　内浦トンネル現地調査及び自由通路

基本設計、土地区画整理事業等につ

いて調査（現地調査）

５月19日
　①まちづくり新幹線等に関する調査

　　脱炭素化の推進について調査

まちづくり・新幹線
調査特別委員会

委 動員 会 活

　第３回定例会（９月）までの各常任委員

会、議会運営委員会の所管事務等調査事項

は、次のとおりです。

《総務常任委員会》　

　・地域会館

　・町税収納対策

《産業建設常任委員会》

　・町営住宅

　・商工観光振興

《議会運営委員会》　

　・議会運営に関する事項及び議長の諮問

　　に関する事項

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ががががががががががががががががががががが受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容（委員会が受け持つ調査内容））））））））））））））））））））））
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議 会 う ご きの

 ４月　
　４日　八雲警察署長着任挨拶来庁 
 議　長
　14日　笹田道議来庁 議　長
　29日　ＮＰＯ法人緑と樹を愛する会植樹
　　　　祭 各議員

 ５月
　13日　第３回臨時会 全議員

　16日　渡島町村議会議長会役員会　　　
　　　　（函館市） 議　長
　19日　平和慰霊祭 議　長
　27日　渡島総合開発期成会総会（函館市）
 議　長

 ６月
　１日　奨学金運営委員会　　　正副議長
　２日　原水爆禁止国民平和大行進来庁
 副議長
　13日　民生委員推薦会 議　長
　　　　Ｂ＆Ｇ財団修繕決定書授与式
 議　長
　14日　北海道議長会定期総会（札幌市）
 議　長
　16日　第２回定例会 全議員
　21日　第２回定例会 全議員

議場のテレビ放映

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

お願い

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。

次の定例会は９月です

議会を傍聴してみませんか

署名をしないで傍聴することが

できるようになりました。

　
ま
も
な
く
七

十
七
回
目
の
終

戦
記
念
日
を
迎

え
ま
す
。
七
十

七
年
前
の
夏
の

日
の
出
来
事
を

記
憶
に
留
め
て
い
る
町
民
も

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
我
が
国
に
と
っ
て
は
、

歴
史
上
、
大
変
大
き
な
転
換

点
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
は
多
く
の
先
達
の
不
断

の
努
力
に
よ
り
飛
躍
的
な
経

済
発
展
を
遂
げ
、
平
和
を
享

受
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
  戦
後
に
生
ま
れ
た
私
達
に

と
っ
て
は
、
戦
争
の
悲
惨
な

体
験
が
語
り
継
が
れ
、
戦
争

の
無
い
平
和
な
暮
ら
し
が
続

く
事
が
当
た
り
前
の
事
と
信

じ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、

世
界
中
を
見
渡
す
と
各
地
域

で
紛
争
が
絶
え
る
こ
と
な
く
、

と
り
わ
け
、
今
般
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
東
部
に
お
け
る
第
２
次

世
界
大
戦
さ
な
が
ら
の
戦
争

で
は
、
毎
日
、
砲
弾
が
飛
び

交
い
、
多
く
の
市
民
や
兵
士

の
命
が
失
わ
れ
続
け
て
お
り

ま
す
。
先
の
大
戦
か
ら
の
教

訓
な
ど
微
塵
も
活
か
さ
せ
て

い
な
い
悲
惨
な
現
実
に
衝
撃

を
受
け
て
い
ま
す
。
今
夏
の

終
戦
記
念
日
は
、
例
年
に
も

増
し
て
、
先
の
戦
争
で
散
っ

た
多
く
の
英
霊
へ
想
い
を
馳

せ
つ
つ
、
平
和
に
つ
い
て
今

一
度
、
深
く
考
え
る
機
会
と

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
高
橋
　
克
英

　
副
委
員
長
　
長
﨑
　
　
厚

　
委
　
　
員
　
橋
本
　
收
司

　
　
〃
　
　
　
北
川
　
佳
嗣

この広報紙は
再生紙を使っ
ています。


